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事業の名称 地域におけるプログラミング体験支援活動 

実施期間 2019年 4月 15日 ～ 2020年 3月 31日 

事業のテーマ 自由に！楽しく！プログラミング～地域の小学生をサポート！ 

事業の概要 
 今日 ICT教育の充実化が叫ばれており、いよいよ 2020年か

ら小学校においてプログラミング教育が必修化されます。子ど

もたちがプログラミングに興味を持つには、まず、プログラミ

ングの楽しさを体験させることが第一であると考えます。そし

て、子どもたちのプログラミング体験を地域でサポートする人

を増やしていくことも必要です。 

 

 以下の３つの事業を企画します。 

１．プログラミング講師の養成 

  ・地域 ICTリーダーおよび市民を対象としたプログ 

ラミング講師の養成 

  ・講座参加者に対して市内有識者による講演の開催 

２．教材の開発 

  ・小学生向けプログラミング言語（Scratchを選択）の 

実践教材開発、関連する情報リテラシー教材の開発 

  ・賛同団体への教材配布、相互間のノウハウ共有 

３．プログラミング体験会及びプログラミング教室の開催 

  ・プログラミング体験教室(小学生対象)の開催 

・プログラミング実践教室(小学生対象)の開催 

 

 

 

  



 

１ 現状における課題と事業の目的 

１．課題 

  AI時代を見越して、2020年から小学校でのプログラミング教育 

  の必修化が予定されている。プログラミングの普及には、学校教 

育に加えて課外活動やチャレンジスクールなど地域環境を整える 

ことも必要と思われる。しかし、地域の環境がまだ整備されてい 

ないのが現状である。 

 

 

２．事業の目的 

  この課題に対応するため、初年度はプログラミング講師のできる 

人材の育成と、プログラミング教材の開発を行なう。 

また、ファースト・ステップとして、特定地域にて子ども向けに 

プログラミング体験会とプログラミング実践教室の開催を行う 

こととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２ 事業の内容 

   事業として、 

    プログラミング講師養成講座の開催 

小学生対象のプログラミング体験会および実践教室の開催 

  以上の２つを企画し、計画通り実施した。 

 

Ⅰ プログラミング講師の養成  

 

1) 講師の養成（当団体内） 

・七里公民館で全 10回(4/21～6/30)実施 参加者延べ 51名 

・当団体内でプログラミング講師の養成 

  サポート講師(6名)、メイン講師(1名)が地域の小学生をサポート 

  することになった。 

・教材の開発 

  Scratch3.0(USBメモリ上)環境の構築・テスト 

  Scratch3.0導入編(とりあえず動かしてみよう etc)のテキスト作成 

プログラミング体験教室(小学生対象)用のサンプルプログラム作成 

地域 ICTリーダ向け講師養成講座用のテキスト・サンプルプログ 

ラム作成、指導要項作成 

 

2) 講師の勉強会、教材開発 

 ・七里コミセンで全 6回(７月～2月、月 1回)実施、6名～8名参加 

 ・9月および 12月の 2回はプラザノースで実施、10数名参加 

     外部講師(市内大学の准教授)を招聘し、画像認識やロボットに 

関する講演では情報化社会の現況、情報リテラシーの必要性に 

ついて認識を新たにした。 

・教材の改善・開発 

既作成教材の改善 

プログラミング実践教室(小学生対象)用のサンプルプログラム 

作成、指導要項作成 

市民対象プログラミング講師養成講座用のテキスト・サンプル 

プログラム作成、指導要項作成 

・情報の共有、ノウハウの伝達など 

 

 

 

  



 

 

 

3) プログラミング講師養成講座(地域 ICTリーダー向け)の開催 

・浦和コミセンで全 2回実施 

① 7/14 参加者 20名  ②8/18 参加者 19名 

   ・当講座参加者の中で数名が当団体のメンバーに加わり、ボランティア 

活動として現在プログラミング体験教室/実践教室で地域の小学生の 

サポートをしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 市民対象プログラミング講師養成講座の開催 

・プラザノースで全 2回(2日間コース)実施 

① 11/10 参加者 16名  注) 10/13 台風の影響で中止(1日間に変更) 

② 10/27、11/24 参加者はそれぞれ 19名、15名 

   ・当団体のメンバーと一緒に、当講座参加者の中で数名がボラン 

ティア活動としてプログラミング体験教室/実践教室で地域の 

小学生のサポートをしてくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

Ⅱ プログラミング体験教室（小学生対象）の開催 

  シューティングゲームを作りながら、Scratch3.0(2019年 1月 2日 

公開版)プログラミングを楽しむ。また、ゲーム、アニメ、音楽、 

アートなど好みの Scratch3.0プログラムで楽しく遊ぶ。 

 

プラザノースで 2回実施 

① 7/21 参加者 20名   ②1/5 参加者 12名 

 

片柳コミセンで 1回実施 

① 8/11 参加者 14名 

 

 

 

 

Ⅲ プログラミング実践教室（小学生対象）の開催 

   最初に Scratch3.0プログラミングの基本的なことを実践しながら 

 楽しさ、面白さを実感してもらう。(マウス操作にも慣れてもらう。) 

次に、いろいろなサンプルプログラム*1を動かし、好みのプログラム 

を探して楽しんでもらう。 

 その後自分の作りたいプログラムをイメージ、そして、いよいよ 

自分で実際に作ってもらいます。(まわりの人と話したり、もちろん 

サポート講師に相談してもよいですよ。) 

*1：ゲーム、アニメ、音楽、アート(絵)、物語(紙芝居的なもの)など。 

 

  片柳コミセンで、5回シリーズで 2期(午前/午後の 2部)に渡って実施 

   第 1期(10/6、 10/20、11/3、11/17、12/1) 

・午前の部 参加者 10名 

・午後の部 参加者 10名 

   第 2期(12/15、1/12、 1/19、 2/9、 2/16) 

・午前の部 参加者 10名 

・午後の部 参加者 10名 

 

 

 

 



 

３ 事業によりどのような効果があったのか 

１．当団体内での講師養成および地域 ICTリーダーや市民を対象としたプロ 

グラミング講師養成講座を開催したことにより、子どもたちのプログラ 

ミング体験を地域でサポートする人を増やしていく体制作りができた。 

また、まだ少数ではあるものの、実際にボランティア活動として地域の 

小学生をサポートしてくれる人も出てきた。 

したがって、2年目以降展開していく素地はできたようにとらえている。 

２．プログラミング教材の開発(各種サンプルプログラム作成を含む)を行っ 

てきた。そのため、小学生のモチベーション、理解度、興味などに応じ 

た個別指導ができるようになって、実際に小学生向けのプログラミング 

実践教室で実践している。 

同様の講座を企画・準備している団体並びに賛同団体への教材交換、 

相互間のノウハウ共有については、1年目の実績はありませんでした。 

当団体内での準備は整って来ているので、今後もホームページでの周知 

などを行い推進していく。 

３．プログラミング体験教室で 46名、プログラミング実践教室では 40名 

  の小学生が参加してくれました。ともに多数の応募(それぞれ定員の 

1.5倍、4倍)があり、関心が高いことがわかった。体験教室ではシュー 

ティングプログラムを完成させそれを楽しむ小学生たちの姿が印象的 

で、また見学する保護者も少なくなかった。実践教室では毎回皆が出席 

してくれ(欠席者は非常に少なかった)、各自が思い思いプログラミング 

して作品を作り上げていった。個別指導による効果だと言える。個別 

指導で子どものプログラミングに対する興味や自ら学ぶ力が育まれる 

ということを実感した。 

 

４ 助成期間終了後の事業展開 

  当事業を実施して一定の効果が得られたため、今後も下記を継続して 

いく。 

   ・小学生向けプログラミング実践教室や体験会の開催 

・保護者や市民を対象とした講座を開き、ボランティア活動として 

地域の小学生をサポートしてくれる人を増やしていく 

 ・同様の教室や講座を企画・準備している団体並びに賛同団体への 

教材交換、相互間のノウハウ共有 

 

 

  



 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

 


